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同
窓
会
の
皆
様
に
は
益
々
御
清
栄
の
こ
と
と

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
日
頃
は
本
校
教
育
に

何
か
と
御
支
援
、
御
協
力
を
い
た
だ
き
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
平
成
十
五
年
度
か
ら
十
六
年
度

に
か
け
て
の
本
校
の
様
子
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

昨
年
八
月
二
十
日
に
田
原
町
と
赤
羽
根
町
が

合
併
し
田
原
市
と
な
り
、
住
所
は
田
原
市
加
治

町
奥
恩
中
一
の
一
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
本
校
舎

の
外
壁
の
全
面
補
修
と
塗
装
が
さ
れ
外
装
が
全

て
ア
ル
ミ
サ
ッ
シ
の
窓
に
付
け
換
え
ら
れ
ま
し
た
。

本
年
度
か
ら
食
品
科
学
科
と
改
称
し
、
よ
り

実
践
的
事
業
内
容
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
な
り

ま
し
た
。
本
校
に
は
新
し
い
施
設
・
設
備
が
あ
り 校 長 中村

創
立
五
十
四
年
を
迎
え
た

渥
美
農
高

勝

御
指
導
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
新
た
に
転
入
さ
れ
た
先

生
方
に
は
早
く
学
校
に
慣
れ
、
新
風
を
巻
き
起

こ
し
て
い
た
だ
け
る
も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

同
窓
会
・
地
域
．

P
T
A
の
皆
様
の
ご
理
解
に

よ
っ
て
始
ま
っ
た
ウ
エ
ラ
ン
ト
カ
レ
ッ
ジ
と
の
国
際

九
月
十
四
日
＼
二
十
二
日
ま
で
ウ
エ
ラ
ン
ト
カ

レ
ッ
ジ
よ
り
研
修
生
が
本
校
を
訪
れ
ま
す
。
ち
ょ

う
ど
田
原
祭
り
の
季
節
で
も
あ
り
、
祭
り
へ
の
参

ま
す
。
そ
れ
を
有
効
に
生
か
し
て
実
験
実
習
を

し
、
生
徒
に
興
ハ
味
．
感
心
を
高
め
さ
せ
て
研
究
的

な
も
の
の
考
え
方
を
し
、
結
果
を
ま
と
め
る
力
を

つ
け
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
、
教
職
員
一
同
で
頑
張
っ
て

お
り
ま
す
。

本
校
の
近
況
は
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
で
勉
学

し
て
い
ま
す
。
特
に
部
活
動
の
活
躍
が
目
立
ち

ま
す
。
卓
球
部
の
東
一
二
団
体
二
位
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

男
子
の
東
三
ベ
ス
ト
四
、
柔
道
部
や
陸
上
部
の
県

大
会
進
出
な
ど
で
す
。
ま
た
農
業
ク
ラ
ブ
の
農

業
機
械
部
は
豊
橋
エ
コ
カ
ー
レ
ー
ス
参
加
で
三
部

門
で
善
戦
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
燃
料
電
池

車
部
門
へ
の
挑
戦
は
、
観
戦
者
に
渥
美
農
高
の

名
を
馳
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
温
室
野
菜
専
攻
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
「
四
角
い
メ
ロ
ン
」
の
完
成
に

向
け
て
豊
橋
工
業
高
校
や
地
元
農
家
等
の
協
力

も
得
て
、
栽
培
実
験
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
各

科
で
身
近
な
テ
ー
マ
で
研
究
を
し
て
お
り
ま
す
。

本
校
に
は
大
学
並
み
の
設
備
が
あ
り
ま
す
。

地
域
の
方
々
の
問
題
を
解
決
す
る
お
手
伝
い
が

で
き
れ
ば
幸
い
で
す
。
小
中
学
生
や
そ
の
先
生
方

の
見
学
や
、
体
験
教
室
で
も
利
用
し
て
い
た
だ
け

る
と
良
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

創
立
五
十
四
周
年
を
迎
え
、
本
校
の
創
立
の

加
な
ど
が
企
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
研
修
生
達
も

御
輿
や
花
火
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

ま
た
、
今
年
は
浜
名
湖
花
博
に
出
品
す
る
た
め
、

ウ
エ
ラ
ン
ト
カ
レ
ッ
ジ
よ
り
一
0
0
名
を
越
す
生

徒
と
先
生
が
来
日
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
も
交
流

の
輪
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

渥
美
・
豊
橋
・
田
原
の
農
業
も
時
代
の
最
先

端
を
走
り
、
そ
の
成
果
は
渥
美
農
業
高
校
の
教

育
に
拠
る
と
こ
ろ
が
多
大
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
こ

へ
来
て
国
内
経
済
の
停
滞
、
農
業
の
国
際
化
・
自

由
化
、
食
生
活
の
変
化
等
で
農
業
経
営
も
足
踏

み
状
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。
農
業
後
継
者
の
減
少

も
こ
れ
が
要
因
と
な
っ
て
お
り
、
同
窓
生
が
今
一

度
本
校
の
必
要
性
、
重
要
性
を
認
識
し
、
農
業

教
育
の
為
に
協
力
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
も
の

で
す
。今

年
度
も
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
て
、
母
校
の

発
展
の
た
め
に
尽
力
い
た
し
ま
す
の
で
御
理
解

と
と
も
に
今
後
も
変
わ
ら
ぬ
御
支
援
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

精
神
を
考
え
る
時
、
こ
の
渥
美
半
島
か
ら
豊
橋

南
部
の
農
業
地
帯
を
ど
う
す
る
か
に
つ
い
て
同

窓
生
を
は
じ
め
、
地
域
の
方
々
の
意
見
を
広
く

伺
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
国
の
食
と
農

業
の
将
来
を
見
据
え
て
、
こ
の
地
域
の
在
り
方
に

つ
い
て
共
に
考
え
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す。
将
来
こ
の
地
域
の
農
業
を
は
じ
め
産
業
を
発

展
さ
せ
る
人
材
が
集
ま
り
、
世
界
に
通
用
す
る

農
業
地
帯
で
あ
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

最
後

に
な
り

ま
し
た

が
、
同

窓
生
の

皆
様
の

御
発
展

を
心
よ

り
願
っ

て
お
り

ま
す
。

昭
和
三
十
年
、
昭
和
の
大
合
併
に
よ
り
、

渥
美
郡
は
田
原
町
、
渥
美
町
、
赤
羽
根
村
の

二
町
一
村
に
な
り
ま
し
た
。
戦
後
の
復
興
が

急
速
に
進
ん
で
い
た
と
は
い
え
、
農
業
の
主

要
作
物
は
芋
、
麦
、
米
作
で
収
益
も
少
な
く
、

農
家
の
生
活
水
準
は
決
し
て
豊
か
と
は
言
え

な
い
状
態
で
あ
り
ま
し
た
。

農
家
の
長
男
は
必
然
的
に
後
継
が
約
束
さ

れ
て
お
り
、
私
も
全
く
当
た
り
前
の
よ
う
に

昭
和
三
十
三
年
、
本
校
に
入
学
し
ま
し
た
。

私
の
脱
線
は
、
測
量
の
現
地
実
習
で
の
田

原
町
の
測
量
の
お
手
伝
い
を
し
た
こ
と
が
契

機
と
な
り
、
卒
業
と
同
時
に
、
役
場
に
勤
務

す
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
当
時
の
町

平

成

十

六

年

度

の

同

窓

会

理

事

会

及

び

総

の

財

政

状

況

は

厳

し

く

、

先

輩

か

ら

は

「

知

会

が

五

月

二

十

二

日

渥

美

農

業

高

校

会

議

室

で

恵

を

出

し

て

税

金

の

三

倍

の

仕

事

を

や

れ

」

「
金
も
知
恵
も
無
け
れ
ば
汗
を
か
け
」
と
教

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
年
度
は
田
原
町
と
赤
羽

え
ら
れ
ま
し
た
。

昭
和
三
十
四
年
の
伊
勢
湾
台
風
の
復
旧
も

根
町
と
の
合
併
に
伴
い
、
一
部
会
則
の
変
更
が
あ

半
ば
に
し
て
、
三
十
七
年
、
四
十
一
年
と
四

り
ま
し
た
こ
と
を
ま
ず
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す

本

年

度

も

何

名

か

の

先

生

が

転

出

さ

れ

ま

し

年

毎

集

中

豪

雨

に

見

舞

わ

れ

、

四

十

一

年

は

た

。

先

生

方

に

は

、

長

年

本

校

の

発

展

の

た

め

に

中

心

市

街

地

が

水

没

す

る

と

い

う

未

曾

有

の

ご

尽

力

を

い

た

だ

き

感

謝

申

し

上

げ

ま

す

。

特

豪

雨

に

襲

わ

れ

ま

し

た

。

に

本

校

卒

業

生

と

し

て

こ

の

学

校

で

教

育

に

携

四

十

年

代

に

入

り

国

の

高

度

経

済

成

長

と

相
侯
っ
て
田
原
町
の
躍
進
が
始
ま
り
ま
し
た
。

わ
っ
た
先
生
の
思
い
は
格
別
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

基
幹
産
業
の
農
業
は
、
昭
和
三
十
七
年
、
全
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一
国
第
一
号
の
農
業
構
造
改
善
事
業
の
指
定
や
、

―
昭
和
四
十
一
二
年
豊
川
用
水
全
面
通
水
の
恩
恵

に
よ
り
、
経
営
の
近
代
化
が
図
ら
れ
、
今
や

｛
渥
美
半
島
は
全
国

一
の
農
業
産
出
額
を
あ
げ

る
ま
で
に
発
展
を
致
し
ま
し
た
。
渥
美
の
近

（
代
農
業
の
担
い
手
の
大
半
が
本
校
の
卒
業
生

l

で
あ
り
、
渥
美
半
島
の
農
業
の
発
展
を
語
る

（
と
き
、
渥
美
農
業
高
校
の
存
在
無
く
し
て
は

＼
語
れ
な
い
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ

蕊
》
ん
。

｝
一
方
、
工
業
に
お
い
て
は
、
昭
和
三
十
九

｝
年
三
河
湾
の
重
要
港
湾
の
指
定
や
、
東
三
河

｝
工
業
整
備
特
別
地
域
の
指
定
に
よ
り
、
田
原

）
地
先
千
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
臨
海
工
業
用
地
造

[
成
計
画
が
打
ち
立
て
ら
れ
、
田
原
地
区
は
漁

；
来
関
係
者
の
ご
理
解
、
ご
協
力
も
あ
り
、
漁

）
業
補
償
妥
結
第
一
号
と
し
て
、
四
十
二
年
一

｝
月
、
田
原
地
先
か
ら
埋
立
て
造
成
が
急
ピ
ッ

～
チ
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

｝

時
あ
た
か
も
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
の
海
外
戦

｝
略
と
タ
イ
ミ
ン
グ
が
合
い
、
昭
和
四
十
九
年

i

進
出
が
決
定
さ
れ
、
現
在
、
ト
ヨ
タ
自
動
車

ー
を
始
め
五
十
五
社
の
企
業
の
進
出
に
よ
り
、

同窓会長 河邊

同
窓
会
会
長
挨
拶

交
流
も
本
年
で
七
回
目
と
な
り
、
そ
の
成
果
も

大
き
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
毎
年
派
遣
さ
れ

た
生
徒
達
が
研
修
を
終
え
、
私
達
が
豊
橋
駅
に

出
迎
え
た
時
の
表
情
に
は
自
信
と
責
任
、
充
実

感
を
見
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
自
分
の
目
や
足

で
、
ま
た
身
体
で
外
国
を
感
じ
取
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
テ
ー
マ
に
基
づ
い
て
過
す
二
週
間
は
若
者
の
鋭

い
感
性
に
響
く
も
の
が
多
々
あ
る
で
し
ょ
う
。
今

後
そ
の
成
果
を
学
校
、
地
域
に
反
映
し
て
く
れ

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

勝己

い
つ
の
日
か
再
び
本
校
に
戻
り
、
生
徒
の
た
め
に
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7月 第9号

り
美
農
業
高
い
鱈
事
務
局

田
原
市
助
役

菰

田

稀

脱
線
人
生
四
十
年
余
と

川
原
の
変
遷

国際交流10周年記念式

左 ジョン・ヒッチ氏

（ストック教育基金会長）

右 ブッチー・グラス氏

（ストック教育基金事務局長）

製
造
品
出
荷
額
も
、
県
下
で
は
豊
田
市
、
名

古
屋
市
に
次
ぐ
第
三
位
と
な
る
な
ど
、
飛
躍

的
な
躍
進
を
し
ま
し
た
。

農
業
、
工
業
と
共
に
町
の
発
展
の
柱
と
な

っ
た
も
う
―
つ
は
、
昭
和
四
十
五
年
か
ら
新

都
市
計
画
法
に
基
づ
く
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
、

将
来
を
展
望
し
た
人
口
増
の
受
け
皿
と
し
て

順
次
整
備
さ
れ
た
、
土
地
区
画
整
理
事
業
や

住
宅
開
発
事
業
も
、
臨
海
企
業
の
進
出
と
相

侯
っ
て
発
展
し
た
大
き
な
要
因
で
あ
り
ま
す
。

農
高
に
は
、
昭
和
四
十
九
年
四
月
よ
り
平

昭
和
三
十
年
の
合
併
以
来
、
今
日
に
至
る

成
六
年
三
月
ま
で
の
二
十
年
間
勤
務
し
て
い

半
世
紀
の
田
原
の
歩
み
は
、
決
し
て
平
坦
な

道
程
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
先
人
、

ま
し
た
。
そ
の
間
、
農
業
・
施
設
固
芸
科
に

お
い
て
、
科
目
「
草
花
」
「
総
合
実
習
」
を

先
輩
の
教
訓
と
汗
に
よ
り
、
着
実
に
発
展
変
〗

貌
を
遂
げ
て
参
り
ま
し
た
。

二
十
一
世
紀
に
入
り
、
少
子
高
齢
化
や
、
主
と
し
て
担
当
し
、
当
時
の
専
攻
生
と
鉢
花

高
度
情
報
化
、
国
際
化
が
急
速
に
進
む
中
、
や
バ
ラ
の
栽
培
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
が
懐
か

国
は
慢
性
的
な
財
政
赤
字
の
打
開
策
と
し
て
、
し
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
専
攻
生
の
多
く
は
、

構
造
改
革
の
大
き
な
柱
と
し
て
の
地
方
分
権
卒
業
後
に
浅
岡
バ
ラ
園
（
西
尾
市
）
、
白
川

バ
ラ
園
（
蒲
郡
市
）
、
早
川
園
芸
（
安
城
市
）
、

が
進
め
ら
れ
、
地
方
自
治
体
の
判
断
と
責
任

香
花
園
（
香
川
県
）
等
に
お
い
て
研
修
を
積

に
よ
る
、
個
性
あ
る
地
域
づ
く
り
が
一
層
強

く
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
昨
年
八
月
二

み
、
現
在
は
各
々
が
企
業
的
花
丼
園
芸
経
営

十
日
、
赤
羽
根
町
と
の
合
併
に
よ
り
、
平
成

者
と
し
て
活
躍
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
こ
と

合
併
県
下
第
一
号
と
し
て
田
原
市
が
誕
生
し

ま

し

た

。

を

私

自

身

、

本

当

に

嬉

し

く

思

っ

て

い

ま

す

。

そ
し
て
九
ヶ
月
後
の
十
六
年
五
月
二
十
四
一
方
、
部
活
動
に
お
い
て
は
卓
球
部
の
監

日
、
再
度
渥
美
町
か
ら
の
編
入
合
併
協
議
の
督
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
選
手
と
と
も
に
多

申
し
入
れ
が
さ
れ
、
渥
美
半
島
の
将
来
に
大

vの
思
い
出
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
ヘ
の
出
場
は
で
き
ま
せ
ん
で

き
く
影
響
を
及
ぽ
す
重
要
課
題
が
投
げ
か
け

し
た
が
、
愛
知
県
高
等
学
校
卓
球
リ
ー
グ
戦

ら
れ
て
お
り
、
市
民
あ
げ
て
将
来
に
禍
根
を

残
さ
な
い
冷
静
な
判
断
の
選
択
が
求
め
ら
れ

を
は
じ
め
東
海
卓
球
選
手
権
大
会
・
中
部
日

て
い
ま
す
。

本
卓
球
選
手
権
大
会
な
ど
へ
多
く
の
選
手
が

「
大
功
は
緩
に
あ
り
機
会
は
急
に
あ
り
と

い
ふ
事
を
忘
す
る
勿
れ
」
（
渡
辺
華
山
先
生
出
場
し
、
活
躍
し
て
く
れ
ま
し
た
。
現
在
、

八

勿

の

訓

戒

の

一

節

よ

り

）

卓

球

部

の

O
B
は
、
当
地
域
に
お
い
て
小
・

最
後
に
同
窓
会
会
員
の
皆
様
方
の
ご
活
躍
中
学
生
を
対
象
に
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
を
結
成
し
、

と
、
地
域
の
限
り
な
い
発
展
を
心
よ
り
祈
念
優
秀
な
選
手
を
数
多
く
育
成
し
て
い
ま
す
。

頼
も
し
い
限
り
で
す
。

い
た
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
思
い
で
深
い
農
高
に
再
び
勤

務
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

生
徒
の
成
長
を
願
い
、
本
校
の
発
展
の
た
め

に
精
一
杯
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

同
窓
生
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

不
在
の
た
め
、
同
窓
会
報
が
返
送

さ
れ
て
く
る
数
が
増
え
て
お
り
ま
す
。

住
所
変
更
等
さ
れ
た
場
合
に
は
必
ず

事
務
局
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

教頭 鈴木

「
着
任
の
ご
あ
い
さ
つ
」

和昭



平成15年度決算報告

収入済額

支出済額

差引残額

【収入の部］

1,031,923円【支出の部】

939,173円

92,750円

（単位：円）

項目 予算額 収入憐額 比較樽悦 摘要

繰越金 76,901 76,901 

゜入会金 955,(XX) 955, 卿 1゚91名x5000円

寄付金 1,000 〇△1,000 

雑収入 99 22 △ 77 預金利息、

合計 ］，。33,0001,031,923 △ 1,077 

【平成15年度会計監査報告l

過日、平成15年度末までの会計

監査を実施いたしました結果、関

係諸帳簿及び領収書等よく整備さ

れており通帳等との残高照合した

ところ、適切に処理されていまし

たので、報告いたします。

平成16年5月22日

監事 三竹

佐野

正二

洋一

（単位：円）

項目 当枡予算 祀開涙
流用後

支且済額 残額 摘要予算額

会議費 40,000 0 40,000 39,555 445 

総会費 10,000 1,403 11,403 11,403 

゜役員会議費 30,000 △ 1,403 28,597 28,152 445 

事務局費 80,000 8,040 88,040 88,040 

゜事務月品費 30,000 30,440 60,440 60,440 J゚IYJン1'))1-
インク I/Ii 

通信費 40,000 △ 12,400 27,600 況600 0総会案内

事会務議局費 10,000 △ 10,000 

゜゜゜事業費 550,000 △ 150,000 400,000 341,568 汎432

孵Il事業費 100,000 △ 100,000 

゜゜゜伺窓会会報 200,000 △ 50,000 150,000 127,080 22,920 

育支郁成・O費B 100,000 0 100,000 71,888 28,]12 
22、30回生

クラス会補助

卒品業記代念 150,000 0 150,000 142,600 7,400 53回生月

積立金 300,000 150,000 450,000 450,000 

゜基積本立 金金 100,000 0 100,000 100,000 

゜特積別立事金業 200,000 150,000 350,000 350,000 

゜慶弔費 50,000 0 50,000 20,010 29,990 84件、1B（正4) 

予備費 13,000 △ 8,040 4,960 

゜
4,960 

合 計 1,033,000 0 1,033,000 939,173 93,827 

企主教諭教諭教諭教諭教頭 悶
彦坂大伊伴青森
谷藤山下 氏

な

里 一志浩勇つ 名
美登代二子

橋豊南高校 郡東校蒲高 福江校甜 救所県農楽育共香同 橋エ校豊業高 御津校浪
転

出

校

年四 三年年三 十五年 ニ十年 一・! 点

2004年（平成16年） 7月 第 9号

平
成
十
五
年
度

平
成
十
五
年

四
月
十
四
日
＼

二
十
五
日

四
月
二
十
八
日

五
月
六
日

五
月
二
十
五
日

八
月
十
二
日

九
月
三
十
日
S

十
月
七
日

十

一
月
十
五

H

平
成
十
六
年

二
月
二
十
七
日

三
月

一
日

平
成
十
六
年

四
月
十
三
日

四
月
十
九
日
＼

三
十

H

五
月
七
日

二
十
二
日

八
月
十

H

九
月
十
四
日
＼

二
十
二
日

十
月

一
日

十

一
月
十
三
日

平
成
十
七
年

二
月
二
十
八

H

三
月
一
日

事
業
報
告

第
六
国
姉
妹
校
派
遣
研
修

十
二
名
（
内
生
徒
十
名
）

学
校
職
員
歓
送
迎
会

役
貝
会

理
事
会
・
定
期
総
会

同
窓
会
会
報
発
行
（
第
八
号
）

ウ
ェ
ラ
ン
ト
カ
レ
ッ
ジ

(W
e
C
)

研
修
生
受
け
入
れ

農
高
祭
参
観

学
校
職
員
歓
送
迎
会

第
七
回
姉
妹
校
派
遣
研
修

十
名
（
内
生
徒
八
名
）

役
員
会

定
期
総
会

同
窓
会
会
報
発
行
（
第
九
号
）

ウ
ェ
ラ
ン
ト
カ
レ

ッ
ジ

(
W
e
C
)

研
修
生
受
け
入
れ

体
育
大
会
参
観

農
高
祭
参
観

同
窓
会
入
会
式

渥
美
農
業
高
校
農
業
後
継
者

育
成
基
金
表
彰
式
な
ら
び
に

記
念
品
授
与
式

役
員
会

第
五
十
四
回
卒
業
式

1

9

1

1

9

1

9

9

9

1

1

,

＇
,

9

1

1

1

1

ヽ
9

1

1

・・1
9

9

1

1

平
成
十
六
年
度
同
窓
会
総
会
に
お
い
て
同
窓
会

会
則
の

一
部
傍
線
部
分
）
が
変
更
承
認
さ
れ
ま
し

た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

第

一
条
本
会
は
愛
知
県
立
渥
美
農
業
高
等
学
校
同
窓
会

と
称
し
、
事
務
局
を
母
校
内
に
置
く
。

平
成
十
六
年
度
事
業
計
画

同
窓
会
入
会
式

渥
美
郡
農
業
振
興
基
金
協
会

表
彰
式
参
列

卒
業
式

~ 廷1'@(迄'el~翠ン'cs)(§'逗~ゞ琴ゾ0~戸~茨¥0~琴ゾ0®'.S爽ゾ0~函¥0®'.S琴直~茨~り®'.S爽ゾ0~茨 ¥0R'.S突噂(§"R@,,念®'.S翠ン'cs)~叙sVe>I

住
所
・
・
愛
知
県
田
原
市
加
治
町
奥
恩
中
1
番
地
の

1

（
愛
知
県
遅
美
郡
田
原
町
加
治
奥
恩
中
1
番
地
の
1
)

事
務
局
に
関
す
る
規
程
は
こ
れ
を
別
に
定
め
る
。

第
二
条

4
4地
域
（
豊
橋
、
田
原
、
赤
羽
根
、
渥
美
）
・

職
域
に
支
部
を
置
き
、
適
宜
支
部
会
を
開
催
し
、

組
織
の
強
化
を
図
る
。

(
1
市
3
町）

第
六
条
2
副
会
長
は
、

4
珈
函
で
よ
り
推
薦
し
、
総
会
に

て
報
告
・
承
認
す
る
。

(
1
市

3
町）

第
十
六
条
本
会
は
、

4
地
域

（豊
橋
、
田
原
、
赤
羽
根

測
知
）
及
び
職
域
に
支
部
を
置
く
こ
と
が
で
き

る
。
支
部
に
関
す
る
規
程
は
、
別
に
定
め
る
。

(
1
市
3
町）

本
会
役
員
（
平
成
十
六
年
度
）

会

長

河

邊

勝

己

七

回

卒

（

田

原

）

副

会

長

大

澤

克

義

十

五

回

卒

（

豊

橋

）

ク

西
崎
今
子
十
五
回
卒
（
豊
橋
）

ク

彦

坂

武

孜

十

一
回
卒
（
田
原
）

ク

大

場

好

子

十

一

回

卒

（

田

原

）

ク

鈴

木

達

司

十

六

回

卒

（

赤

羽

根

）

ク

中

村

雪

子

十

回

卒

（

赤

羽

根

）

ク

西

川

義

人

十

二

回

卒

（

渥

美
）

ク

磯

貝

洋

子

十

一
回
卒
（
渥
芙
）

監

事

三
竹

正

二

十

五

回

卒

（

渥

美
）

ク

佐

野

洋

一
十
六
匝
卒
（
豊
橋
）

特

別

顧

問

鈴

木

守

六

回

卒

（

田

原

）

食
品
化
学
科

二
年

二年

用務嘱託貝 付期講師限付期講師限付期講師限付教期諭限付教期諭限教臨時的諭 査主 教諭 教論教諭 教頭
職

名

田佐小神北河高平宮平小鈴
中々埜谷澤合柳井田松塚木 氏

木 志
宏明俊行誠洋英意乃香慎和 名
昌子郎彦司枝子人武織一 昭

西県税事務所＝ 河新仔 豊橋校南裔 校成章姦 県農業大学校

則`・

任

校

着
任
の
先
生

一

期

日

平
成
十
六
年
四
月
十
九
日
①
ー
四
月
三
十
日
②

ニ

派

遣

団

員

生

徒

農

業

科

施
設
圃
芸
科

牧

野

和

記

松

本

全

伸

小
野
田
篤
嗣

長

神

賢

祐

河

辺

幸

鈴

木

雄

也

橋

詰

真

成

二
年
河
合
ゆ
う
か

森
山
勝
史

三
浦
正
孝

二
年

生
活
科
学
科

職
員
（
教
諭
）

＝
一
研
修
日
程
と
内
容

四
月
十
九
日
（
月
）
日
本
出
発
の
日

六
時
三
十

分

豊

橋

駅

集

合

ひ

か

り
二
九
二

号
に
て
品
川
・
成
田
空
港
へ
（
時
差
七
時
間
）

十
七
時
0
九
分
ス
キ
ポ
ー
ル
空
港
着
、
姉
妹
校

職
員
の
出
迎
え
を
受
け
、
そ
の
ま
ま
ホ
テ
ル
ヘ

四
月
二
十
日
（
火
）
ペ
ア
学
習
開
始
ウ
ー
ス
フ

ェ
イ
ス
ト
校
訪
問

四
月
二
十
一
日
（
水
）
ペ
ア
学
習
開
始
ウ
ー
ス
フ

ェ
イ
ス
ト
校
訪
問

開
講
式
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
授
業
、

ス
ポ
ー
ツ
交
流
、
歓
迎
会
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
開

始

四
月
二
十
二
日
（
木
）
ラ
イ
ス
ワ
イ
ク
校
訪
問

水
質
検
査
実
験
、
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
・
飾
り
付
け

実
習
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
実
習
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

泊

四
月
二
十
三
日
（
金
）
草
花
・
流
通
に
関
す
る
研
修

フ
ラ
ワ
ー
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
見
学
（
花
井
市
場
）
、

キ
ュ
ー
ケ
ン
ホ
フ
公
園
散
策
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

四
月
二
十
四
日
（
土
）
終
日
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
内

研
修

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
内
散
策
（
ア
ン
ネ
フ
ラ
ン

ク
ハ
ウ
ス
・
跳
ね
橋
な
ど
）
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

四
月
二
十
五
日
（
日
）
各
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
共

に
過
ご
す

四
月
二
十
六
日
（
月
）
造
園
及
び
鉢
物
会
社
見
学
研
修

造
園
会
社
及
び
別
荘
地
造
成
現
場
の
見
学
、
観

葉
植
物
会
社
見
学
。
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
泊

四
月
二
十
七
日
（
火
）
ウ
ー
ス
フ
ェ
イ
ス
ト
校
で
研

修パ
ン
・
パ
イ
な
ど
調
理
実
習
、
ラ
イ
デ
ン
市
内

散
策
、
運
河
め
ぐ
り
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
泊

四
月
二
十
八
日
（
水
）
鉢
花
生
産
会
社
及
び
亜
熱
帯

植
物
輸
入
会
社
見
学
研
修

鉢
花
会
社
及
び
ト
ロ
ピ
カ
ル
ガ
ー
デ
ン
、
ジ
ャ

パ
ニ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
見
学
、
さ
よ
な
ら
パ
ー
テ

イ
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
最
終
日

四
月
二
十
九
日
（
木
）
ベ
ル
ギ
ー
訪
問
、
国
境
越
え

体
験

ア
ン
ト
ワ
ー
プ
市
内
散
策

（ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
大

聖
堂
な
ど
）
ス
キ
ポ
ー
ル
空
港
二
0
時
十
五
分

発

四
月
三
十
日
（
金
）
十
四
時

0
九
分
成
田
着
、
十
九

時
五
十
分
豊
橋
駅
着
。

四
お
わ
り
に

本
校
の
オ
ラ
ン
ダ
姉
妹
校
派
遣
研
修
も
今
回
で
七
回

目
を
迎
え
、
こ
れ
で
六
十
八
名
の
生
徒
が
オ
ラ
ン
ダ
の

地
で
学
ん
だ
こ
と
に
な
り
ま
す
。
生
徒
達
は
積
極
的
に

こ
の
研
修
に
取
り
組
み
、
ウ
エ
ラ
ン
ト
カ
レ

ッ
ジ
の
職

員
か
ら
も

「
い
い
雰
囲
気
で
学
ん
で
い
る
」
と
評
価
さ

平
崩
十
五
年
度

＝

―

|

 

六
月
十
七
日

測
量
競
技
会
県
大
会
（
西
尾
実
業
高
校
）

優
秀

三
A

渡

辺

博

和

他

三
名

六
月
二
十
日

情
報
処
理
競
技
会
県
大
会

（情
報
教
育
部
情
報
教
育
豊
橋
所
）

優
秀

二
D

石

倉

拓

也

七
月
九
日

農
業
鑑
定
競
技
会
県
大
会

（安
城
農
林
高
校
）

園
芸
科
の
部

最

優

秀

二

c
河
合

翔
太

れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
貴
重
な
研
修
の
機
会
を
与

え
て
い
た
だ
い
た
同
窓
会
を
は
じ
め
、
地
域
の
皆
様

に
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

オ
ラ
ン
ダ
姉
妹
校
派
遣
研
修
を
終
え
て

農

業

科

2

年

松

本

全

伸

今
回
オ
ラ
ン
ダ
姉
妹
校
派
遣
に
参
加
し
て
、
僕
は

‘
は
り
言
葉
の
壁
は
大
き
い
も
の
だ
と
感
じ
ま
し
た

僕
は
英
語
が
得
意
で
は
な
い
の
で
と
て
も
不
安
で
し
た
。

し
か
し
、
ス
キ
ポ
ー
ル
空
港
に
着
い
て

W
E
C
の
先

生
方
の
出
迎
え
を
受
け
た
時
は
、
と
て
も
好
感
を
持

ち

『こ
れ
か
ら
十
二
日
間
何
と
か
や
っ
て
い
け
そ
う
だ
！
』

と
思
い
ま
し
た
。

自
分
の
考
え
て
い
る
こ
と
や
、
オ
ラ
ン
ダ
に
つ
い

て
の
感
想
な
ど
を
相
手
に
伝
え
る
こ
と
が
難
し
く
て
、

積
極
的
に
話
す
こ
と
が
な
か
な
か
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
身
振
り
、
手
振
り
で
な
ん
と
か
わ
か
っ
て
も

ら
え
た
よ
う
で
す
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
家
族
は
、

慣
れ
な
い
僕
に
気
を
使
っ
て
、
と
て
も
親
切
に
し
て

く
れ
ま
し
た
。

オ
ラ
ン
ダ
で

一
番
感
動
し
た
こ
と
は
、
見
渡
す
限

り
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
畑
と
、
そ
の
素
晴
ら
し
い
環
境

に
暮
ら
し
て
い
る
人
々
の
生
活
ス
タ
イ
ル
で
し
た
。

シ
ン
プ
ル
で
無
駄
の
な
い
生
活
は
私
た
ち
日
本
人
が

学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
短

い
間
で
し
た
が
、
オ
ラ
ン
ダ
の
風
景
・
文
化
や
生
活

習
慣
な
ど
感
動
と
驚
き
の
連
続
で
し
た
。

九
月
に
は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
生
徒
を
迎
え
ま
す
。

そ
の
と
き
は
パ
ー
ト
ナ
ー
だ
け
で
な
く
、
い
ろ
い
ろ

な
人
と
も
交
流
を
深
め
て
い
き
た
い
で
す
。

オ
ラ
ン
ダ
研
修
を
終
え
て

施
設
園
芸
科
2
年

長

神

賢

祐

今
ま
で
の
僕
の
人
生
に
お
い
て
、
こ
の
オ
ラ
ン
ダ

派
遣
研
修
は

一
番
い
い
体
験
に
な

っ
た
と
思
っ
て
い

ま
す
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
日
本
で
は
経
験
で
き
な

い
こ
と
を
た
く
さ
ん
オ
ラ
ン
ダ
で
体
験
で
き
た
か
ら

で
す
。
そ
の

―
つ
は
、
人
の
優
し
さ
を
強
く
感
じ
た

こ
と
で
す
。
僕
は
オ
ラ
ン
ダ
生
活

3
日
目
に
腹
痛
を

起
し
て
、
病
院
に
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
。
異
国
で
病

気
に
な
る
不
安
、
だ
か
ら
余
計
-
:
で
ん
な
喫
を
気
遣

っ
て
く
れ
る
周
囲
の
人
々
の
温
か
さ
を
本
当
に
嬉
し

く
思
い
ま
し
た
。
ま
た
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で
は
、
僕

を
快
く
迎
え
入
れ
て
く
れ
た
パ
ー
ト
ナ
ー
の
ご
家
族

の
方
に
は
感
謝
し
て
も
し
き
れ
な
い
ほ
ど
の
歓
迎
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
当
初
、
僕
の
研
修
テ

ー
マ
は
「
オ
ラ
ン
ダ
の
酪
農
」
で
し
た
が
、
都
合
で

牧
場
に
行
け
な
か
っ
た
の
で
「
オ
ラ
ン
ダ
の
生
活
」

に
変
え
ま
し
た
。

で
も
そ
の
お
か
げ

で
オ
ラ
ン
ダ
の
食

生
活
や
住
環
境
な

ど
日
本
と
の
違
い

を
確
認
で
き
て
大

変
よ
か
っ
た
と
思

い
ま
し
た
。
帰
り

の
ス
キ
ポ
ー
ル
空

港
で
は
、
本
当
に

感
動
し
、
涙
を
こ

ら
え
る
こ
と
が
で

き
ず
流
し
て
し
ま

っ
た
。
心
に
残
る

貴
重
な
体
験
が
出

来
た
こ
と
に
感
謝

し
ま
す
。

鈴
木
詩
央
里

生
活
科
学
科
の
部

優
秀

七
月
二
十
五
日

意
見
発
表
会
県
大
会
（
安
城
市
市
民
会
館
）

A
区

分

優

秀

三

A

花

井

裕

紀

十
月
八
・
九
日

日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
全
国
大
会
（
秋
田
県
）

農
業
鑑
定
競
技

園
芸
科
の
部優

秀

三

c
宮

川

和

也

優
秀

二

B

河

合

将

司

優

秀

二

c
河

合

翔

太

生
活
科
学
科
の
部

優
秀

三

E

白

井

沙

希

優

秀

三

E

鈴
木
詩
央
里

十
月
二
十
九
日

家
畜
審
査
競
技
会
県
大
会

（
愛
知
県
畜
産
総
合
セ
ン
タ
ー
）

肉
牛
の
部

優
秀

三

A

小
久
保
敬
太

オ
ブ
サ
ー
バ
ー

一
位

二

A

白

井

大

三

十
一
月
十
一
日

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
県
大
会

B
区
分
（
本
校
）

優

秀

食

品

化

学

部

十
一
月
二
十
一
日

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
県
大
会
A
区
分

（
西
尾
文
化
会
館
）

最
優
秀
温
室
野
菜
専
攻

-
：
：
＿
＝
 

陸
上
競
技
部
活
動
成
績

五
月
三
・
四
日

愛
知
県
総
合
体
育
大
会
東
＿
二
河
予
選
会

砲
丸
投

5
位

鈴

木

隆

太

や
り
投

3
位

細

井

慎

一

や
り
投

4
位

浅

野

大

や
り
投

6
位

渡

辺

匡

磯

ハ
ン
マ

ー
投

3
位

細

井

慎

一

や

り

投

優

勝

彦

坂

和

美

（
以
上
県
大
会
出
場
）

五
月
二
十
三
日
ー
ニ
十
五
日

愛
知
県
総
合
体
育
大
会

砲
丸
投

35位
鈴

木

隆

太

や
り
投

8
位

細

井

慎

一

や
り
投

25位
浅

野

大

や
り
投

28位
渡

辺

匡

磯

や
り
投

24位
彦

坂

和

美

六
月
七
・
八
日

愛
知
県
陸
上
競
技
選
手
権
東
三
河
予
選
会

1

5

O

O

M

6
位

木

戸

裕

介

4
x
1
0
0
M
R
 

5
位
岸
上
・
鈴
木
・
渡
辺
・
細
井

砲
丸
投

4
位

鈴

木

隆

太

砲
丸
投

5
位

丹

孝

充

円
盤
投

6
位

間

瀬

貴

大

や
り
投

4
位

細

井

慎

一

や
り
投

5
位

浅

野

大

や

り

投

優

勝

彦

坂

和

美

や
り
投

5
位

岡

本

有

里

也

（
以
上
県
大
会
出
場
）

九
月
七
・
八
日

愛
知
県
新
人
体
育
大
会
東
＿
二
河
予
選
会

ー

1

0

M

H

5
位

渡

辺

弘

恭

砲
丸
投

2
位

丹

孝

充

砲
丸
投

5
位

鈴

木

隆

太

や
り
投

2
位

浅

野

大

や
り
投

3
位

渡

辺

匡

磯

や
り
投

4
位

河

邊

遼

ハ
ン
マ
ー
投

3
位

鈴

木

義

康

ハ
ン
マ
ー
投

3
位

丹

孝

充

（
総
合

7
位

フ

ィ

ー

ル

ド

の

部

3
位）

や
り
投

4
位

福

井

葉

子

や
り
投

6
位

大

場

充

里

（
以
上
県
大
会
出
場
）

-
E
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榎

本

友

樹

中

島

正

道

十
月
十
三
日

全
三
河
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

1

1

0

M

H

4
位

渡

辺

や
り
投

5
位

浅

野

や
り
投

8
位

河

邊

や
り
投

4
位

彦

坂

や
り
投

6
位

大

場

や
り
投

7
位

福

井

柔
道
部
活
動
成
績

七
月
二
十
七
日

東
三
河
高
校
体
重
別
柔
道
大
会

73kg級

3
位

小

林

100kg級

3
位

加

藤

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
（
男
子
）
活
動
成
績

四
月
十
九
・
ニ
十
九
日

愛
知
県
総
合
体
育
大
会
東
三
河
予
選
会

団
体
戦
予
選
リ
ー
グ

4
位

個

人

戦

藤

村

・

白

井

組

ベ

ス

ト

32

七
月
三
十
一
日

高
等
学
校
豊
橋
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権

個

人

戦

本

田

・

梅

村

組

ベ

ス

ト

16

八
月
一
日

全
三
河
東
＿
二
河
予
選
会

団
体
戦
予
選
リ
ー
グ

3
位

九
月
二
十
・
ニ
十
三
・
ニ
十
七
日

愛
知
県
新
人
体
育
大
会
東
三
河
予
選
会

団
体
戦
決
勝
リ
ー
グ

3
位

個

人

戦

鈴

木

・

山

田

組

ベ

ス

ト

32

十
月
二
十
五
日

東
三
河

1
年
生
大
会

個
人
戦
鐘
ヶ
江
•
田
中
組
ベ
ス
ト

1
6

卓
球
部
活
動
成
績

五
月
三
•
五
日

愛
知
県
総
合
体
育
大
会
東
三
河
予
選
会

男
子
団
体

男
子
団
体
準
優
勝
（
県
大
会
出
場
）

男
子
シ
ン
グ
ル
ス

準
優
勝

第

9
位

第
9
位

第

9
位

男
子
ダ
ブ
ル
ス

六
月
十
四
日

国
体
選
手
選
考
東
三
河
予
選
会

男
子
シ
ン
グ
ル
ス

榎

本

友

樹

中

島

正

道

鈴

木

茂

夫

布

藤

康

敬

（

以

上

4
名
推
薦
）

女
子
シ
ン
グ
ル
ス

第

5
位

鈴

木

沙

織

第

9
位

藤

城

み

さ

と

第

17位
田

中

裕

子

（
以
上
県
大
会
出
場
）

八
月
八
・
九
日

東
三
河
卓
球
選
手
権
大
会

男
子
団
体
優
勝

男
子
シ
ン
グ
ル
スベ

ス
ト

8

ベ
ス
ト

16

吹
奏
楽
部
活
動
成
績

七
月
二
十
七
日

愛
知
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
東
三
河
大
会

銅

賞

十
一
＿
月
二
十
七
日

愛
知
県
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

木

管

八

十

奏

銅

賞

金

管

六

十

奏

銅

賞

六
月
一
日

第

27
回
＿
二
遠
新
人
卓
球
大
会

第

3
位

榎

本

友

樹

第
9
位

榎

本

・

中

島

組

（
以
上
県
大
会
出
場
）

鈴布中榎
木藤島本

茂康正友
夫敬道樹 亨

充
章

葉充和 弘
子里美遼大恭


